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事業者名 株式会社　守屋組

代表者名 代表取締役　　守屋　寿夫

所在地 (本社) 〒435-0034　静岡県浜松市南区安松町65番地の6

TEL：053-463-6071　FAX：053-463-3322

E-mail:info@moriyagumi.co.jp

(資材置場)〒435-0032　静岡県浜松市南区南区古川町336

設立 1979年（昭和54年）2月7日

事業活動 総合土木工事業

従業員数 17名（令和5年4月現在）

環境管理責任者 守屋　寿延

許可・登録・届出 建設業許可

静岡県知事許可　特定　第7941号

産業廃棄物収集運搬業    ※実績は自社運搬のみ

静岡県知事許可　第02201007510号

事業の規模

事業年度 5月1日から翌年4月30日

レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポート運用期間(2022年5月1日～2023年4月30日)

認証・登録の対象範囲

活動：総合土木工事業　　対象組織：全組織

7.

8.

9.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

12.

2022年2020年 2021年単位活動規模

売上高 万円

倉庫床面積 ㎡ 425.7 425.7

27,510 29,396 28,991

事務所床面積 ㎡ 198.74 198.74 198.74

従業員 人 14 14 17

10.

11.

425.7

資機材置場 ㎡ 910 910 910

Ⅰ.組織の概要
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作成日：R5.6.1

作成者：守屋寿延

担当と責務

エコアクション２１活動の総括責任者

エコアクション２１活動の総括責任者活動に必要な人材・設備・費用の準備

環境経営方針の制定・改訂及び全従業員への周知

環境マネジメントシステムの承認

環境経営計画・環境経営計画の見直し

環境マネジメントシステムの構築・運用に関する実務上の権限

代表者への報告＆進言

環境負荷データの入力及び評価・確認・是正措置

環境関連法令の取りまとめ及び遵守状況の確認

環境経営レポートの作成、公開、ホームページへの掲載

緊急事態のマニュアル作成及び試行訓練の実施

廃棄物の発生抑制及び分別に関する取組

事務局からの周知事項の理解と取組への参加

環境経営活動に関する意見具申

太田　智之

代表取締役

守屋　寿夫

取締役
取締役

環境管理責任者

阿部　日吉

取締役

守屋　みのぶ 守屋　寿延 大野　寿々代

工事主任 工事主任

代表取締役

環境管理責任者
（事務局）

工事主任

作業員

戸田　浩介

作業員 作業員

阿部　修一 山本　敬三

加藤　大貴 山本　徹

内山　圭司

鈴木　栄二

平野　諭

中川　泰久

鈴木　勝

Ⅱ.実施体制
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《基本理念》

株式会社守屋組は、全ての事業活動において、省エネルギー・省資源・リサイクル

の推進、廃棄物の発生抑制、適正処理に努める。

また、全従業員が資源の有限性を認識し持続可能な循環型社会の形成に努力する。

《基本方針》

1. アイドリングストップ等のエコドライブや重機の省燃費運転を徹底し、二酸化炭素

の排出量の削減に取組み低炭素社会の実現を目指します。

2. 3R活動(Reduce、Reuse、Recycle)を推進し、廃棄物の排出量の削減に取組みます。

3. 5S活動(整理、整頓、清掃、清潔、躾)を通して職場環境の改善に努めます。

4. 環境関連法規・規制・協定・自主基準の要求事項を明確にし厳守します。

5. 環境に配慮した工法を積極的に採用します。

6. 環境経営システムの継続的改善を誓約します。

制定日 2021年　6月26日

株式会社　守屋組

代表取締役　　守屋　寿夫

Ⅲ.環境経営方針
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1.運用期間における環境経営目標

注：一般廃棄物排出量及び環境配慮工法の採用件数は、基準年における数値把握が

　　できていないため、今期は実態把握とした。

注：購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力（2019年）調整後係数

    「0.426kg－CO2／kw」を使用した。

2.中期的環境経営目標

注：購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力（2019年）調整後係数

    「0.426kg－CO2／kw」を使用した。

2024年度目標値
2024/5～2026/4

79,713 2.5%減

56,950 2.5%減

15,909 2.5%減

2022年度実績値の2%減

－

6,208 2.5%減

307 2.5%減

目標値
2022/5～2023/4

運用期間(2022年5月～2023年4月)

81,757

58,410

6,367

16,317

315

-

80,531

57,534

6,271

16,072

単位目標項目

ℓ

ℓ

基準値
2020/5～2021/4

kg

kwh

CO2排出量

電力使用量

ガソリン

軽油

産業廃棄物排出量

産業廃棄物再資源化率

環境配慮工法の採用

水使用量

一般廃棄物排出量

㎥

776,655

実態把握

2022年度目標値
2022/5～2023/4

kg

310

実態把握

-

99%以上

2023年度目標値
2023/5～2024/4

%

件

99.7

-

kg

基準値
2020年度

目標項目 単位

再資源化率 %

2%減

80,122 2%減80,531

57,24257,534

1.5%減

実態把握 2022年度実績値の1%減

ℓ 6,367 6,271 1.5%減 6,240 2%減

㎥ 315

2%減

1.5%減

16,072 1.5%減 15,991

電力使用量 kwh 2%減58,410

水使用量

軽油 ℓ

一般廃棄物排出量 kg

99%以上

2022年度実績値+2件

CO2排出量 kg 81,757

環境配慮工法の採用 件 -

310 1.5%減 309

産業廃棄物排出量 kg 776,655 － －

99%以上 99%以上

実態把握 2022年度実績値+1件

99.7

ガソリン

16,317

-

Ⅳ.環境経営目標
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1. クールビズ・ウォームビズの推進

2. 長時間使用しない設備の電源切り

3. パソコン及びプリンターの退社時の電源切り

4. ファンヒーター及びエアコンの節電・温度管理

5. ブラインド・カーテン等の管理

6. 昼休み、休憩時間及び不在時の消灯

1. アイドリングストップ

2. 不必要な車両使用の削減

3. 建設機械の省エネ推進

4.

5. タイヤの空気圧から始める点検整備

6. 現場への移動を乗り合わせで

7. 不必要な荷物をおろす

1. 電子メールの利用を推進、ペパーレス化

2. 分別の推進・徹底

3. 社内資料は裏紙を使用する

4. 必要最小限のカラーコピー

5. 表示内容確認後の印刷操作実行

1. 産業廃棄物発生量の抑制

2. 建設混合廃棄物の分別再資源化促進

1. 工事現場の節水

2. 資材置場の節水

3. 事務所トイレ・手洗いの節水

1. グリーン購入法適合商品の積極的利用

2. 環境配慮型工法の採用・施工提案

3. 省エネ設備機器、リサイクル可能資材の取入

4. 低騒音、低振動型建設機械の使用率向上

項目 取 組 内 容 部　署 責　任　者 頻　度

毎日

全社 守屋寿延 毎日

(2022.05.01～2023.4.30）

全社 守屋寿延 毎日

全社 守屋寿延 毎日

全社 守屋寿延 毎日

 ｶﾞｿﾘﾝ・軽油

全社 阿部 毎日

全社 阿部 毎日

電気

全社 守屋寿延 夏前・冬前周知

全社 守屋寿延

全社 阿部 毎日

エコドライブの推進(急発進・急加速・
急ブレーキの抑制・信号待ち時ニュートラル待機)

全社 阿部 毎日

全社 阿部 毎日

全社 阿部 毎日

全社 阿部 毎日

一般廃棄物

全社 守屋寿延 毎日

全社 守屋寿延 毎日

全社 守屋寿延 毎日

全社 守屋寿延 毎日

全社 守屋寿延 毎日

産業廃棄物
現場 戸田 施工の都度

現場 戸田 施工の都度

水道

現場 戸田 施工の都度

全社 守屋寿延 毎日

資材置場 守屋寿延 毎日

現場 阿部 施工の都度

環境に優しい
活動

全社 守屋寿延 その都度

現場 阿部 施工の都度

全社 戸田 その都度

Ⅴ.環境経営計画
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1.運用期間(2022年5月～2023年4月)の環境目標に対する実績

基準期間
2020/5～2021/4

基準値
目標
削減率

目標値 実績値
目標値

との比較
評価

kg 81,757 1.5％減 80,531 73,040 110.3% ◎

kWh 58,410 1.5％減 57,534 13,549 424.6% ◎

ℓ 6,367 1.5％減 6,271 10,002 62.7% ×

ℓ 16,317 1.5％減 16,072 17,077 94.1% 〇

㎥ 315 1.5％減 310 354 87.6% △

kg - - 実態把握 564 - -

kg 776,655 - - 378,470 - -

％ 99.7 98.9 99.9% 〇

件 - - 実態把握 3 - -

注：購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力（2019年）調整後係数

    「0.426kg－CO2／kw」を使用した。

《評　価》

評価

是正

原因

是正

ガソリン

軽油

水使用量

99%以上

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

運用期間
2022/5～2023/4

目標項目 単位

CO2排出量

電力使用量

産業廃棄物再資源化率

ガソリン・軽油

遠方の現場が増えたためガソリンの使用量が増えた

使用台数を減らしまとまって行動するようにする

アイドリングストップを徹底する。エアコンの使用を控える
是正

水使用量

環境配慮の工法の採用

重機の使用率の増加
原因

工事用車両等の洗車回数が増えたため

社内周知にて節水に取り組む

資材置場に給水管の引込を行ったため
原因

注：目標達成評価の基準は、◎100％以上　〇90～100％　△80～89％、×80%以下

産業廃棄物再資源化率
混合廃棄物の量が多いため

分別を推進、徹底し混合廃棄物の量を減らす

電力使用量 現場での仮設電気使用時の節電による取組成果

Ⅵ.環境経営目標の実績・取組結果

並びに次年度の環境経営目標
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2.次年度の環境経営目標

目標項目を細分化し実績値の評価確認を行う。

基準値を2020年～2022年までの実績値の平均値に変更し

運用を行う。

注１：購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力（2019年）調整後係数

    「0.426kg－CO2／kw」を使用した。

6 +1件 7環境配慮工法の採用 件 4 +1件 5 +1件

産業廃棄物再資源化率 % 99.3 99%以上 99%以上 99%以上

1.5%減 764

産業廃棄物排出量 ｔ 608 - - -

350 1.5%減 349

一般廃棄物排出量 kg 776 0.5%減 772 1.0%減 768

水使用量 ㎥ 354 0.5%減 352 1.0%減

軽油(現場) ℓ 14,392 0.5%減 14,320 1.0%減 14,248 1.5%減 14,176

5,435 1.5%減 5,408

軽油(車両) ℓ 1,068 0.5%減 1,063 1.0%減 1,057

ガソリン(現場) ℓ 5,490 0.5%減 5,463 1.0%減

1.5%減 1,052

ガソリン(車両) ℓ 2,478 0.5%減 2,466 1.0%減 2,453 1.5%減 2,441

46,298 1.5%減 46,065

電力使用量(事務所・置場) kwh 9,240 0.5%減 9,194 1.0%減 9,148

2025年度目標値
2025/5～2026/4

81,417 1.5%減 81,005

注２：水使用量の基準値は、2022年8月から資材置場に上水道を導入したため、
　　2022年度実績値を採用した。

CO2排出量 kg 82,239 0.5%減 81,828 1.0%減

目標項目 単位
基準値

2020～2022
3年間平均

2023年度目標値
2023/5～2024/4

2024年度目標値
2024/5～2025/4

1.5%減 9,102

電力使用量(現場) kwh 46,766 0.5%減 46,532 1.0%減
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評価

1. クールビズ・ウォームビズの推進 〇

2. 長時間使用しない設備の電源切り △

3. パソコン及びプリンターの退社時の電源切り △

4. ファンヒーター及びエアコンの節電・温度管理 〇

5. ブラインド・カーテン等の管理 〇

6. 昼休み、休憩時間及び不在時の消灯 △

1. アイドリングストップ △

2. 不必要な車両使用の削減 〇

3. 建設機械の省エネ推進 〇

4. 〇

5. タイヤの空気圧から始める点検整備 △

6. 現場への移動を乗り合わせで 〇

7. 不必要な荷物をおろす 〇

1. 電子メールの利用を推進、ペパーレス化 〇

2. 分別の推進・徹底 △

3. 社内資料は裏紙を使用する 〇

4. 必要最小限のカラーコピー △

5. 表示内容確認後の印刷操作実行 〇

1. 産業廃棄物発生量の抑制 〇

2. 建設混合廃棄物の分別再資源化促進 △

1. 工事現場の節水 〇

2. 資材置場の節水 △

3. 事務所トイレ・手洗いの節水 〇

1. グリーン購入法適合商品の積極的利用 ×

2. 環境配慮型工法の採用・施工提案 △

3. 省エネ設備機器、リサイクル可能資材の取入 △

4. 低騒音、低振動型建設機械の使用率向上 〇

注：評価判定:〇(良くできた)　△(まあまあできた)　×(できなかった)　-(実施が見送られた)

(2022.05.01～2023.4.30）

内容

徹底されている

継続実施

継続実施

電気

継続実施

継続実施

継続実施(重点項目)

徹底されている

一部未実施

一部未実施

徹底されている

徹底されている

一部未実施

エコドライブの推進(急発進・急加速・
急ブレーキの抑制・信号待ち時ニュートラル待機)

継続実施(重点項目)

継続実施

ｶﾞｿﾘﾝ
軽油

継続実施(重点項目)

継続実施

一部未実施

一部未実施

徹底されている

徹底されている

徹底されている

徹底されている 継続実施(重点項目)

継続実施

継続実施

徹底されている

一部未実施

継続実施

産業廃棄物
継続実施

継続実施(重点項目)一部未実施

継続実施

継続実施

一般廃棄物

継続実施

継続実施

継続実施

徹底されている

一部未実施

徹底されている

環境に優
しい活動

継続実施

継続実施(重点項目)

継続実施

水道

継続実施

継続実施

徹底されている

項目 取 組 内 容
内容

運用期間の実績 今後の取組

徹底されている

徹底されている

徹底されている

継続実施(重点項目)

実施されていない

検討中

一部未実施

一部未実施

継続実施

Ⅶ.環境経営計画の取組結果とその

評価及び次年度の環境経営計画
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◆社内注意書きで社員の意識づけ◆

◆低騒音、低振動型機械の推進◆ ◆クールビズの推進◆

Ⅷ.当社の取組み
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◆地域貢献活動◆

◆地域貢献活動◆
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1.環境関連法規の遵守状況　　　　　

　 当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

条項 適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

第6条の2第6項 市町のルールに従った分別と搬出及び業者委託 業者委託時は許可証確認（契約書作成が望ましい） ○

第12条第2項 廃棄物の悪臭・飛散・地下浸透防止 保管場所での環境影響防止 ○

第12条第2項 産業廃棄物保管場所への掲示板の設置 掲示板設置（60cm×60cm以上の大きさ） ○

第12条第5項 産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委託契約 契約書の締結及び保存 ○

第12条第9、10項 産業廃棄物多量排出事業者の処理計画及び実施状況報告 6月30日までに許可権者に報告（前年度発生量が千トン超のとき） 該当なし

第12条の2第8項 特別管理産業廃棄物管理責任者の選任 有資格者を選任（特管排出事業者のみ） 該当なし

第12条の3第1項 マニフェストの交付 A票（委託時、電子マニは3日以内） ○

第12条の3第2､6項 マニフェストの保管 A票～E票：5年間 ○

第12条の3第6項 マニフェストの期間内返却の確認 B2及びD票：90日以内、Ｅ票：180日以内 ○

第12条の3第7項 産業廃棄物管理票交付等状況報告 6月30日までに許可権者に報告（電子マニ分は猶予） ○

第12条の3第8項 産業廃棄物管理票の期間内未返却時の許可権者への報告 返却期間終了後30日以内に許可権者に報告 該当なし

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

第9条 対象建設工事受注者又は自主施工者の分別解体等の実施
解体工事-床面積合計80㎡以上
新築・増築工事-床面積合計500㎡以上
その他の工作物に関する工事（土木工事等－請負代金額500万円以上）

該当なし

第10条 対象建設工事の発注者又は自主施工者の対象工事の届出 発注者に工事計画等を説明し工事着手7日前までに市長に届出書を提出 ○

第12条 対象建設工事受注者の発注者への届出事項の説明 ○

第16条 対象建設工事受注者の再資源化等の実施 ○

第18条
対象建設工事の元請業者による発注者への特定建設資材廃棄
物の再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告 ○

第31条 技術管理者の設置（解体工事の監督） 該当なし

第14条 特定建設作業の実施の届出 削岩機を使用する作業 ○

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

建設リサイクル法(建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律)

騒音規制法

　　　　　　　　　　　　評価日：2023年6月30日

　　　　　　　評価者：環境管理責任者　守屋　寿延

法規・条例・規制

廃棄物処理法(廃棄物の処理及び清掃に関する法律)
義務 法律・条例

Ⅹ.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無
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第14条 特定建設作業の実施の届出 くい打機 該当なし

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） 該当なし

家電リサイクル法(特定家庭用機器再商品化法) 第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適切な引
き渡し、料金の支払

指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃棄時のサイクル料金の支払 該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条
冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
「簡易点検(3ヶ月に1回以上)」実施

企業・法人の管理者が確認
〇

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務 製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引き渡し義務 該当なし

建設業法 第3条の１ 国土交通大臣に対する一般建設業の許可の申請 ○

第25条第１項 主任技術者の設置 ○

第25条第2項 監理技術者の設置 ○

第71条 騒音に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） 鉄骨及び橋りょうの組み立て作業 該当なし

第72条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 該当なし

第88条 振動に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） くい打機（振動規制法の特定建設作業に準ずる） 該当なし

第89条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 該当なし

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置（守屋寿延 選任） 資格は問わない ○

第10条 実地確認の実施と記録保存
処分委託先の年1回の実地確認と記録作成5年間保存（委託先が優良認定
業者であるときは免除）

○

法令 リサイクル法（資源の有効な利用の促進に関する法律） 第4条 指定再資源化製品のリサイクル（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

2.違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去3年間ありませんでした。

振動規制法

自動車リサイクル法(使用済自動車の再資源化等に関する法律)

フロン排出抑制法(フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に
関する法律)

浜松市条例
浜松市産業廃棄物の適正な処理に関する条例

該当なし

法律・条例 建設業法

静岡県条例義務 静岡県生活環境の保全等に関する条例
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作成日：2023年6月30日

2023年6月30日

株式会社　守屋組

代表取締役　　守屋　寿夫

評
 
価
 
内
 
容

緊急事態対応訓練実施状況

外部コミュニケーション対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

その他

2

3

4

5

6

1

項　目

エコアクション21文書

環境経営目標及び目標達成状況

環境経営計画及び取組み実施状況

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

確認：(必要に応じて評価・コメント記載)

記録・文書として作成しました。

目標項目を細分化し、基準値・目標値を変更

訓練実施後改訂しました。

特に問題ありませんでした。

継続して取組みます。

記録に記載しました。

目標項目の細分化、基準値の変更

7

8

2

「有」の場合の指示事項等

2020年度の基準値を基に運用を行ってきたが年度によって実績値にばらつきがある為、次年度以
降は基準値を過去3年間の平均値として運用を行う。それに伴い目標項目を細分化し、実績値の
評価確認を行う際に問題点がより明確化するよう修正した。
産業廃棄物の再資源化率が大きな課題になっているため、より一層分別を推進、徹底し混合廃棄
物の処理に努めていく。
昨年度から取り入れている情報共有システムの成果が数値として表れているため今後とも継続的
に行っていくことを環境管理責任者に指示した。

3

4

未達成の項目については社員に再教育を行う

全
 
体
 
の
 
評
 
価
 
・
 
見
 
直
 
し

変更の必要性項　目

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

環境に関する組織

その他のシステム要素

その他(外部への対応)

5

6

1

Ⅺ.代表者による全体の評価と見直し

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無
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